
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「エビさんいっぱいおるね」と、興味を持った子はじっくりと観察していましたよ。エサやりや水

替えなどのお世話を子どもたちと一緒にしていき、より興味を持ってほしいです。 

身近な生き物を飼育することで、観察して思ったことを言葉にすること、小さなものにも命がある

ことを知り大切にすること、などを学んでいけたらと思います。 

ちゅうりっぷ組に、かわいい生き物が仲間入りしました。それは「エ

ビ」です。こども園の玄関ロビーで飼っているエビがたくさん繁殖して

いて、様々な生き物に少しずつ興味を持ってほしいなぁと思い、分けて

もらって、ちゅうりっぷ組でも飼うことにしました。  

 飼育ケースに入れたエビを保育室に

持ってくると、早速興味を示した子

どもたちは観察し始めました。 

「これなに？」と最初は何が入っているか分からずに、覗い

ていた子どもたちでしたが、「下の方にエビさんがいるんだよ。

どこにいるか探せるかな？」と知らせると、さらにじーっと飼

育ケースに顔を近づけ「おったー！」「エビさーん！」と発見！ 

おった！ 

ここ！ 

ごはんだよ～ 

たべて～！ 

せんせいー 

なにもってきたの？ 

エビさんのごはん 

入れてみるね。 

食べるかな？ 

どこにいるかな…？ 

ご飯タイム♪エビさんに餌をあげてみました。なか

なか食べないエビさんに「ごはんあるよー！」「食べて

ね～」と声をかける子どもたちです。 


